
過酷な気象条件下で

舗装に取組む

モンゴルと言えば“広大な草原”

を思い浮かべますが、これは夏期の

風景です。モンゴルは国土の 80 ％

以上が海抜 1,000mを超える高地で、

年間の寒暖差が 50 ℃を超える過酷

な気象条件の国です。昨今、首都ウ

ランバートルを中心に都市化が進ん

でおり、都市建設に伴う舗装道路の

整備が強く求められています。

今回の行動する技術者は、長年、

日本の舗装技術向上に取り組まれて

いる足利工業大学桃井徹氏のモンゴ

ルでの取組みを紹介します。

なかなか技術が広まらない！

1993 年、桃井氏は道路舗装会社を

退職し、長年にわたり蓄積してきた

技術を伝授すべく、足利工業大学教

授として着任しました。

着任直後、その技術を見込まれ、

モンゴルで産出されるロックアスフ

ァルト（石灰岩や砂岩にしみ込んだ

天然アスファルト）の有効活用に関

する JICA プロジェクトへ参画する

ことになりました。

モンゴルはODA などの世界各国

からの援助により、最先端の舗装試

験機材を有していましたが、これら

機材は倉庫に山積みとなっており、

現地ではほとんど活用されていない

ことがわかりました。

桃井氏は、こうした機材を有効活

用し、ロックアスファルトを用いた

道路舗装を進めるべく、現地技術者

に機材の使い方を伝授しました。

現地技術者は優秀な人材が多く、

機材の使い方はすぐにマスターする

のですが、その技術を自分だけのも

のとし、他の技術者に伝授しません

でした。こうした状況を目の当たり

にした桃井氏は、さまざまな技術が

広く伝搬する仕掛けをつくる必要が

あると考えました。

モンゴル版

｢舗装マニュアル｣策定

そのヒントは桃井氏の経験にありま

した。桃井氏は若かりし頃、名神高

速道路の舗装破壊・原因調査・業務

を担当し、その成果に基づいた日本

版「道路舗装マニュアル」の策定に

携わっていました。『モンゴルでも舗

装マニュアルをつくり、多くの技術者

を育成し、高品質な舗装を普及させ

たい』と考えた桃井氏は、モンゴル

道路局やモンゴル科学技術大学と連

携し、マニュアル策定のための試験・

舗装工事の実施に取り組みました。
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ODA等で各国から試験
機材が多数提供 

最先端の機材を所有す
るが未活用 

民間会社で舗装技術を
習得し活躍 

JICAプロジェクト 
（ロックアスファルトの有効
活用） 

定年退職後、培った技術
を活かすため大学教授に
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モンゴル所有試験機材リスト作成と活用技術 

技術を伝える 

モンゴル道路局、モンゴル工科大学との連携 

地域をつくる、地域を変える 

生活道路建設のため、現地の気象 
技術・資源を考慮した技術を移転 

地域の人々の 
手による 
道路が完成 

ODAの盲点 

桃井氏のバックグラウンド 

どの道路から 
舗装をはじめるか？ 

道路に興味をもった住民が
施工に自ら参加 

住民の話し合いで整
備路線を決定 

人を育てる、技術を広める 

モンゴル独自の設計・施工・維持修繕マニュアルの作成 モンゴルの技術
者に伝授しても、
技術者間で情報
共有がされず、技
術がなかなか広
まらない 

生活道路までは
海外支援が及ば
ず独自の整備が
必要 

★技術→人→地域の変容 

★必要な段階的技術支援 

地域に貢献する土木の知恵の再認識

VOL. 11

連  

載 

培った技術をモンゴルへ！
足利工業大学工学部 桃井　徹 教授

写真-1 整備箇所につき住民と打合せる技術者

図-1 桃井氏のモンゴルでの取組み経緯



マニュアルは、日本版を策定した

ときと同様、モンゴルの技術者が自

ら活用・実施できるものを作成すべ

きと考え、モンゴル技術者との議論

のなかで検討を進めました。

こうして、マニュアル作成の準備

が進む一方、ウランバートル近郊に

は遊牧民が使用する伝統的な移動式

住居（ゲル）が集中した地域（ゲル地

区）があり、上下水道がなく衛生面

での問題が指摘されていました。

住民とともに進める舗装工事

ゲル地区の状況を知った桃井氏

は、モンゴル JICA 事務所や日本道

路協会に相談し、生活環境改善プロ

グラムとして生活道路整備に取り組

むことを決意しました。

この道路整備で問題となったのは

“どのような舗装工法を導入するか”

でした。現在、日本で一般的なアス

ファルト舗装ではモンゴルの過酷な

気象条件に耐え難く、また、維持管

理が困難になることが予想されまし

た。そこで桃井氏は、自身がこれま

でに取り組んできた舗装技術を回顧

し、経済性に優れモンゴルで最適な

工法として「瀝青路面処理」を導入

することとしました。この工法は主

に山岳道路で用いられてきた旧来の

工法で、日本では現在ほとんど活用

されなくなった技術です。

そのため、桃井氏は日本道路協会

や国際建設技術協会のWG活動の一

環として、日本では過去の技術とな

っている瀝青路面処理をモンゴルの

技術者へ伝授することとしました。

また、道路整備を“どの路線より

実施すべきか”についても問題とな

りました。桃井氏は現地事情を知ら

ないため、住民集会に参加し『住ん

でいるみなさんが最も必要とする道

路より整備すべき』と提案しました。

この提案を受け、地区住民は話し合

いにより、住民の皆が会する集会場

への路線を最初に整備することとな

りました。

こうしてマニュアル作成のための

試験舗装・工事は始まりました。住

民は工事の様子を村祭りのごとく見

守り、やがて技術者たちの姿を真似

て一緒に取り組むようになり、技術

者と住民による“参加型舗装工事”と

なりました。

桃井氏はこの光景を見て『こうし

て舗装された道路は未来永劫、地域

に根ざした道路になる』ことを確信

しました。

若手技術者へのバトンタッチ

桃井氏は、モンゴルでの道路整備

を約 10 年にわたり進めてきました。

こうした桃井氏の熱意・行動が認め

られ、大学では引き続き、若手教員

がモンゴルとの交流を進めていくこ

ととなりました。

日本の舗装技術は、高度経済成長

とともに著しい技術革新を遂げ、現

在では世界の舗装技術をリードする

に至っています。一方、技術革新に

より日本国内では活用されなくなり

ましたが、かつて活用されていた旧

来の技術でも必要としている地域が

世界中には、まだ存在します。

日本は、そして日本の技術者は、

最先端のものに目を向けるばかりで

なく長年培ってきた技術を活用し、

地域を変える技術者として活躍する

ことが期待されているのではないで

しょうか。

行 動 す る 技 術 者 た ち
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―モンゴルの道路の第

一印象は？

広い草原に幅 1km にわたる無数の轍
わだち

を見て、日本の舗装技術で豊かな自然
を守りたい、モンゴルの方のお役に立
ちたい、と痛感しました。
―若手技術者へのエールをお願いし

ます。

自分が学んだ技術や知恵は、いろいろ
な場面で役立つものです。モンゴルの
学生は勤勉で、さまざまな技術や知識
をハングリーに学ぶ姿が印象的です。
日本の若い技術者も、豊かな環境を生
かし、ハングリーに学び、行動して欲
しい。

桃井氏に
インタビュー！
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〉〉あなたのまわりに行動する技
術者はいませんか？

新しい発想で、国土・地域づくりや地域に貢
献する活動に取り組んでいる技術者をご紹
介ください。自薦・他薦は問いません。
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写真-2 舗装工事に参加する住民たち


